


2ページ目は、2Q決算のポイントになります。

売上は、プロフェッショナルセグメントが、ヘルスケアで昨年の大型案件の剥落があったことにより減収となりましたが、
コンスーマセグメント、エンタープライズセグメント、エリアセグメントで、前年同期に新型コロナウイルス感染症の影響
を大きく受けた反動等により増収となり、11%増の1,348億円となりました。

営業利益は、売上増加に伴う荒利の増加や、全てのセグメントで高付加価値な製品・サービスの構成比を高め
たことで荒利率が好転したことにより、46億円増益の100億円となりました。

親会社株式に帰属する四半期純利益は、12億円増益の71億円となりました。

セグメントごとの詳細につきましては、この後ご説明いたします。



3ページ目は、2Qの業績サマリーです。



続いて4ページ目は、2Qの営業利益分析です。

売上の増加に伴い、荒利が45億円増加しました。
また、主にコンスーマセグメントにおいて、レンズ交換式デジタルカメラや交換レンズ、インクジェットプリンターが高付加
価値製品を中心に売上を伸ばしたこと等により、荒利率が好転いたしました。

販管費につきましては、人件費が業績連動型の賞与の増加や、前年同期に輪番休業を行い大幅に減少していた
反動による増加等により、32億円増加しております。

なお、販管費の詳細は21ページの「販管費の内訳」をご参照ください。



5ページ目は、2Qのセグメント別の実績概要です。



6ページ目からは、累計の実績です。



7ページ目と8ページ目は、参考情報です。





続いて9ページ目からは、セグメント別の実績をご説明します。

2Qのコンスーマセグメントは、デジタルカメラや交換レンズ、インクジェットプリンターが高付加価値製品を中心に売
上を伸ばしたことや、ITプロダクトの増加等により、売上は対前年20％増の306億円となりました。営業利益は、
高付加価値製品の売上構成比が高まったことによる荒利の増加により、対前年17億円増益の37億円となりま
した。

（デジタルカメラ）
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い需要が急激に落ち込んでいた前年同期からの反動に加え、昨年発売し
たミラーレスカメラが好調に推移したことや、キャッシュバックキャンペーンの効果もあり、レンズ交換式デジタルカメラの
台数は対前年プラス84％と前年を大きく上回りました。

（インクジェットプリンター）
特大容量タンク「GIGA TANK」を搭載した製品は在宅勤務等での印刷ニーズを捉え引き続き売上台数が増加
したものの、家庭用インクジェットプリンターが前年同期に在宅勤務やオンライン学習の需要が急激に増加したこと
に伴い台数が大きく伸びていた反動等により減少しました。この結果、インクジェットプリンター全体の台数は対前
年マイナス23%となりました。
一方で、「PIXUS TS8430」を中心に高付加価値製品の売上構成比が高まったことにより、売上金額は前年を
上回りました。インクカートリッジについては、販売台数やカラープリント減少等による市場の縮小に伴い、売上は減
少となりました。

（ITプロダクト）
ITプロダクトは、引き続き在宅勤務の需要に伴うPC周辺機器が増加したことや、ゲーミングPCの販売が伸び、売
上が大幅に増加しました。



10ページ目は、エンタープライズセグメントのご説明です。

以前から担当していた大手企業に加えて、2021年1月にエリアセグメントから準大手・中堅向けのビジネスを移管し、大手、
準大手・中堅企業向けの営業活動を行っております。

2Qの売上は、前年同期に新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた反動等によりビジネス機器、ITソリューション共に
売上が増加し対前年6%増の446億円となりました。営業利益は、対前年9億円増益の27億円となりました。

（ビジネス機器他）
主要ビジネス機器の状況につきましては、引き続き大手企業のオフィス機器への設備投資が抑制傾向にありますが、前年同
期の減少が大きかった反動によりオフィスMFPは増加しました。一方で、レーザープリンターは大型案件の後ろ倒し等の影響が
あり、減少しました。オフィスMFPの保守サービス、レーザープリンターカートリッジについては、前年同期と比較し、オフィスへの
出社率の増加に伴うプリントボリュームの改善等により、売上は増加しました。

（ITソリューション）
ITソリューションにつきましては、金融業向けのSI案件や文教向けのオンライン化のニーズに対応する案件が引き続き順調に
推移しています。またデータセンター2号棟の売上が堅調に推移したことや、金融業向けのBPOで大型案件があったこと等に
より、売上は対前年3%の増収となりました。

（キヤノンITソリューションズ実績/受注高・受注残高）
主要関係会社のキヤノンITソリューションズの売上は対前年4%増の234億円、営業利益は対前年2億円増の21億円と
なりました。

受注高は、金融業向けのシステム開発案件やデータセンター関連の案件が引き続き堅調に推移していることに加え、製造・
流通業向けの案件が増加してきていること等により、対前年10％の増加となっております。

また、受注残高は金融業向けの受注が拡大していることや、昨年のデータセンター1号棟の更新案件等により、対前年19%
の増加となっております。



11ページ目は、エリアセグメントのご説明です。

2Qの売上は、エンタープライズセグメントと同様に、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた前年同期の反
動等により、売上は対前年15%増の568億円となりました。営業利益は、対前年22億円増益の34億円となり
ました。

（ビジネス機器他）
主要ビジネス機器の状況につきましては、オフィスMFPやレーザープリンターは、緊急事態宣言下で営業活動が抑
制されていた前年同期と比較し、営業活動の再開や非対面営業が推進されたこと等により、案件数が増加し、
売上は増加しました。オフィスMFPの保守サービス、レーザープリンターカートリッジにつきましては、前年同期と比較
し、オフィスへの出社率の増加に伴うプリントボリュームの改善等により、売上は増加しました。

（ITソリューション）
ITソリューションにつきましては、テレワーク環境の構築需要が継続しており、IT支援クラウドサービス「HOME」やウ
イルス対策ソフト「ESET」等のセキュリティが順調に推移しました。また、お客さまのIT機器等の保守や運用サービ
スの獲得に注力し、受注件数を伸ばしたことや、ネットワークカメラの案件が順調に推移したこと等により、ITソ
リューション全体の売上は、対前年9%の増収となりました。

（キヤノンシステムアンドサポート実績）
主要関係会社のキヤノンシステムアンドサポートの売上は、対前年15%増の247億円、営業利益は、対前年9
億円増の8億円となりました。

＊エリアここまで
<ネットワークカメラ>
なお、「補足資料」に記載されております、グループトータルのネットワークカメラの2Q実績につきましては、
引き続き中小企業を中心に遠隔監視や遠隔操作等の人との接触を避けた遠隔での映像の利活用のニーズが高
いことや、製造業向けの大型案件があった影響等により、売上は対前年プラス10%となりました。



12ページ目は、プロフェッショナルセグメントのご説明です。

2Qのプロフェッショナルセグメントは、産業機器が好調に推移したものの、医療ITやプロダクションプリンティングが減
少し、売上は対前年5％減の80億円となりました。営業利益については、産業機器の保守サービスが伸びたこと
等による荒利の増加により、対前年1億円増益の9億円となりました。

（プロダクションプリンティング）
POP関連のソフトウェアが伸びたものの、プリントボリューム低下等に伴う消耗品販売の減少等により、売上は対
前年マイナス4%となりました。
関係会社であるキヤノンプロダクションプリンティングシステムズの売上は対前年5%減の21億円となりました。営
業利益は、販管費の削減により、対前年4千万円増の1億円となりました。

なお、お手元の補足資料の「ビジネス機器」の下から2行目に、プロダクションプリンティングに他セグメントの売上と
なっているプロダクションプリンタービジネスを加えた「グループ商業印刷」として、売上対前年増減比を記載しており
ます。「グループ商業印刷」の2Qは、オフィス向けプロダクションプリンターの販売が好調だったこと等により、プラス
9％となりました。

（産業機器）
国内において半導体メーカーの投資が活発となっていることを背景に、素材メーカー向けに大型の検査計測装置
が納入されたことや、通信分野向けに半導体製造関連装置や保守サービス等が伸び、売上は対前年でプラス
27％となりました。

（ヘルスケア）
前年同期にあった病院向けの電子カルテおよび医療IT基盤の構築等にかかる複数の大型案件の剥落等により、
売上は対前年マイナス47%となりました。



13ページ目は、グループトータルのITソリューション売上です。

2021年よりネットワークカメラ関連の売上をITソリューションとしてカウントしており、2020年実績については、その
影響等の組替を行っております。

2Qの実績についてご説明します。

セグメント別の、エンタープライズ、エリアの状況に関しては、セグメント情報でお伝えしている通りです。その他につ
いてはコンスーマセグメントにおいてITプロダクトは引き続き好調に推移しましたが、ヘルスケアで前年同期にあった
病院向けの電子カルテおよび医療IT基盤の構築等にかかる複数の大型案件の剥落等により減収となりました。

続いて、商品・ソリューション別の状況についてご説明します。

「SIサービス」は、キヤノンITソリューションズ単体では金融業向けの案件が堅調に推移し増収となりましたが、そ
の他のグループ会社で前年同期にあった大型案件の剥落等により、減収となりました。

「保守・運用サービス/アウトソーシング」は、昨年10月に竣工したデータセンター2号棟が売上寄与していることや、
金融業向けのBPOで大型案件があったこと、引き続きテレワーク需要の拡大に伴い中小企業向けのIT支援クラ
ウドサービス「HOME」や、注力しているIT保守が堅調に推移したこと等により、増収となりました。

「システム販売・ITプロダクト」は、在宅勤務の需要が継続しており、PCの周辺機器やセキュリティ製品の需要が
増加したことや、ゲーミングPCが好調に推移した結果、増収となりました。



14ページ目は、業績予想サマリーです。

2Qまでの進捗を踏まえ、営業利益10億円、経常利益10億円、当期純利益7億円の上方修正をしております。



15ページ目は、今回見直したセグメント別の業績予想を、前回公表値と比較したものです。

今回、2Qまでの進捗状況を踏まえ、コンスーマの営業利益を前回計画から10億円上方修正し、110億円を
見込んでおります。

また、この修正に伴い、別紙「【補足資料】2021年2Q主要製品売上・台数」についても見直しを行っております。

他のセグメントについては、業績予想の変更はございません。



16ページ目は、前年実績との比較です。




























